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読書感想文・感想画 阿仁鉱山フォーラム

■
日
本
三
大
銅
山
の
一
つ
だ
っ
た
阿
仁
鉱
山 

　
阿
仁
鉱
山
は
、
１
３
０
９
年
に
金
山
と

し
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
以

来
、
阿
仁
地
区
に
は
小
沢
銅
山
ほ
か
５
つ

の
銅
山
（
「
阿
仁
六
カ
山
」
を
阿
仁
鉱
山

と
総
称
）
が
開
発
さ
れ
、
１
７
１
６
年
に

は
、
当
時
の
佐
竹
藩
直
営
の
も
と
産
銅
日

本
一
を
記
録
し
、
日
本
三
大
銅
山
と
し
て

全
国
に
名
が
知
ら
れ
ま
し
た
。 

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
そ
の
活
況
は
続

き
、
政
府
は
ド
イ
ツ
人
鉱
山
技
師
を
招
き

入
れ
る
な
ど
し
て
、
生
産
増
強
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
８
５
（
明
治

１
８
年
）
年
に
当
時
日
本
有
数
だ
っ
た
財

閥
の
一
人
・
古
河
市
兵
衛
の
経
営
（
古
河

鉱
業
）
に
移
り
ま
し
た
が
、
１
９
７
０
年

（
昭
和
４
５
年
）、
資
源
枯
渇
に
よ
り
閉
山

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
日
本
近
代
化
産
業
遺
跡
群
に
認
定 

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
産
業
の
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
た
産
業
、
土
木
、
交
通

な
ど
に
関
す
る
「
遺
産
」
に
つ
い
て
経
済

産
業
省
は
昨
年
、
歴
史
的
な
役
割
の
再
検

証
や
地
域
活
性
化
に
役
立
て
る
狙
い
か
ら
、

「
日
本
近
代
化
産
業
遺
跡
群
３
３
」
と
し

て
全
国
の
関
係
す
る
建
造
物
や
遺
跡
を
認

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
阿
仁
鉱
山

も
尾
去
沢
、
小
坂
両
鉱
山
な
ど
と
と
も
に

「
有
数
の
金
属
供
給
源
と
し
て
貢
献
し
た

遺
産
群
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
鉱
山
Ｏ
Ｂ
ら
の
メ
ン

バ
ー
が
つ
く
る
「
異
人
館
倶
楽
部
（
代
表
・

阿
仁
郷
土
文
化
保
存
伝
承
館
・
庄
司
昭
館

長
）
」
が
、
産
業
遺
産
認
定
を
機
に
、
地

域
振
興
へ
向
け
た
鉱
山
遺
跡
の
活
用
策
に

つ
い
て
探
ろ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
会

場
と
な
っ
た
阿
仁
郷
土
文
化
保
存
伝
承
館

に
は
、
か
つ
て
鉱
山
業
務
に
関
係
し
た
人
々

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
ら
お
よ
そ
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

■
佐
竹
藩
を
支
え
た
阿
仁
の
銅 

　
は
じ
め
に
、
古
河
鉱
業
阿
仁
鉱
山
で
の

就
労
経
験
を
有
し
、
旧
阿
仁
町
の
助
役
を

務
め
た
小
林
精
一
氏
が
鉱
山
の
歩
み
に
つ

い
て
基
調
講
演
。 

　
こ
の
う
ち
、
徳
川
幕
府
に
仕
え
た
佐
竹

秋
田
藩
の
取
組
み
に
つ
い
て
小
林
氏
は
、「
阿

仁
の
銅
は
、
当
時
の
佐
竹
藩
の
ド
ル
箱
的

存
在
で
院
内
銀
山
と
と
も
に
藩
を
支
え
た
」

「
銅
の
産
出
に
特
に
力
を
注
い
だ
背
景
に
は
、 

関
ケ
原
の
戦
い
で
徳
川
側
に
つ
か
な
か
っ

た
佐
竹
氏
が
家
康
の
怒
り
を
買
い
常
陸
か

ら
秋
田
に
移
封
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
そ

の
汚
名
返
上
の
意
味
合
い
が
大
で
あ
っ
た

ら
し
い
」
な
ど
と
話
し
、
徳
川
幕
府
に
対

し
て
の
、
秋
田
藩
と
阿
仁
銅
山
の
犠
牲
と

貢
献
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
事
を
強
調

し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
明
治
維
新
後
は
国
の
直
営

下
、
富
国
強
兵
策
で
の
産
業
近
代
化
に
よ

る
鉱
山
開
発
の
た
め
に
外
国
人
技
術
者
を

招
き
入
れ
た
こ
と
で
、
阿
仁
の
地
が
い
ち

早
く
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
華
や
い
だ
産

業
文
化
を
享
受
で
き
た
こ
と
や
、
昭
和
の

時
代
は
、
日
中
戦
争
や
朝
鮮
戦
争
な
ど
に

よ
る
軍
事
特
需
で
活
況
し
つ
つ
も
、
資
源

枯
渇
の
た
め
に
、
つ
い
に
は
閉
山
に
追
い

込
ま
れ
た
鉱
山
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
の

分
り
や
す
い
説
明
に
、
参
加
者
た
ち
は
興

味
深
め
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

■
鉱
山
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
文
化
遺
産
も 

　
ま
た
、「
鉱
山
の
歴
史
と
思
い
出
」「
鉱
山

が
生
ん
だ
文
化
財
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
こ
の

中
で
、
鉱
山
で
栄
え
た
町
の
歴
史
で
は
特

に
、
全
国
か
ら
の
技
術
者
や
労
務
者
の
出

入
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
宗
派
の
異
な
る

寺
院
が
５
つ
も
存
在
し
、
大
小
の
神
社
も

60
を
超
え
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

そ
の
文
化
財
的
価
値
が
各
方
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
倶
楽
部
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
ま
た
は
学
習
活
動
と
し

て
の
参
加
者
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

阿
仁
鉱
山
の
歴
史
と
貴
重
な
生
活
文
化
に

興
味
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽

に
左
記
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
異
人
館
倶
楽
部
事
務
局
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▲阿仁鉱山の歴史と文化について意見交換が行

われたした「鉱山フォーラム」（２月２３日、阿仁郷土

文化保存伝承館で） 

　
平
成
19
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
２
月
23
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
特
選
、
入
選
、
佳
作
の
各
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
学
校
・
中
学
校
・
一
般
か
ら
１
１
６
点
、
感
想
画
部
門

に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
４
２
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
読
書
を
楽
し
み
、
心
の
豊
か
な

人
に
」
（
亀
山
恵
子
感
想
文
部
門
審
査
員
長
） 

特
選
及
び
入
選
者
の
皆
さ
ん 

表彰を受け、賞状を会場に紹介する入賞者のみなさん 
（写真は読書感想画の幼稚園・保育園の部） 
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コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
、
感
想
文
部
門
と
感
想
画
部
門

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
表
彰
式
で
は
読
書
感
想
画
、
読
書
感
想

文
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
三
澤
仁
教
育
長
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

   

　
続
い
て
、
審
査
結
果
の
講
評
が
行
わ
れ
、

感
想
文
部
門
で
は
、
亀
山
恵
子
審
査
員
長

（
森
吉
中
学
校
校
長
）
が
「
普
段
か
ら
こ

と
ば
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
感
動

を
自
分
の
こ
と
ば
に
置
き
換
え
、
し
っ
か

り
し
た
文
章
を
か
け
る
。
読
書
を
楽
し
み
、

心
の
豊
か
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
、
絵
画
部
門
で
は
、
佐
々

木
久
隆
審
査
員
（
阿
仁
合
小
学
校
長
）
が

特
選
を
受
賞
し
た
作
品
を
投
影
機
で
上
映

し
な
が
ら
説
明
し
、
綴
子
小
学
校
２
年
の

工
藤
夕
奈
さ
ん
の
作
品
「
ク
ヌ
ー
ト
の
本

当
の
し
あ
わ
せ
」
に
は
、
「
水
色
の
色
画

用
紙
に
親
子
の
シ
ロ
ク
マ
を
白
い
ク
レ
ヨ

ン
で
描
き
、
毛
並
み
も
本
物
の
シ
ロ
ク
マ

の
よ
う
。
シ
ロ
ク
マ
一
家
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
す
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
」
と
、
講
評
し
て
い
ま
し
た
。 

   

■
小
学
校【
３
年
生
】特
選
・
佐
藤
真
凛（
鷹

巣
小
学
校
）／
入
選
・
三
澤
瑚
子（
綴
子
小

学
校
）／
入
選
・
加
藤
俊
文（
合
川
南
小
学
校
）

【
４
年
生
】特
選
・
津
谷
雄
貴（
鷹
巣
小
学
校
）

／
入
選
・
齋
藤
真
慶（
綴
子
小
学
校
）／
入
選
・

清
原
璃
莉
帆（
合
川
北
小
学
校
）【
５
年
生
】

特
選
・
松
尾
樹（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・

渡
部
翔（
鷹
巣
中
央
小
学
校
）／
入
選
・
高

屋
夏
希（
米
内
沢
小
学
校
）【
６
年
生
】特
選
・

斎
藤
巧
美（
前
田
小
学
校
）／
入
選
・
北
林

拓
朗（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・
千
葉
颯
都（
鷹

巣
南
小
学
校
） 

■
中
学
校【
１
年
生
】特
選
・
柏
木
聡
子（
森

吉
中
学
校
）／
入
選
・
小
笠
原
麻
友（
鷹
巣

中
学
校
）／
入
選
・
　
橋
佳
那
子（
鷹
巣
中

学
校
）【
２
年
生
】入
選
・
畠
山
淑
花（
鷹
巣

南
中
学
校
）／
入
選
・
佐
藤
美
知
代（
鷹
巣

南
中
学
校
）【
３
年
生
】入
選
・
村
上
千
春（
鷹

巣
南
中
学
校
）
　 

■
高
校
・
一
般
　
特
選
・
中
嶋
美
枝
子（
脇
神
）

／
入
選
・
藤
田
淳（
材
木
町
）／
松
前
谷
美

樹（
米
内
沢
高
等
学
校
２
年
） 

  

■
幼
稚
園
・
保
育
園
　
特
選
・
石
田
真
翔（
し

ゃ
ろ
ー
む
）／
入
選
・
津
谷
光
也（
鷹
巣
中

央
保
育
園
）／
入
選
・
福
原
く
る
み（
鷹
巣

東
保
育
園
）／
入
選
・
松
尾
圭
翔（
鷹
巣
東

保
育
園
）／
入
選
・
堀
内
俊
哉（
綴
子
保
育

園
）／
入
選
・
長
崎
安
依
南（
綴
子
保
育
園
）

／
入
選
・
嶺
脇
朝
望（
し
ゃ
ろ
ー
む
）／
入

選
・
宮
野
美
春（
米
内
沢
保
育
園
）／
入
選
・

杉
渕
拓
真（
あ
い
か
わ
保
育
園
） 

■
小
学
校【
１
年
生
】特
選
・
梅
原
琢
也（
竜

森
小
学
校
）／
特
選
・
高
橋
由
芽（
合
川
東

小
学
校
）／
入
選
・
戸
澤
香
穂（
鷹
巣
西
小

学
校
）／
入
選
・
佐
藤
亜
星（
鷹
巣
小
学
校
）

／
入
選
・
西
根
史
翔（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・

河
田
亜
依（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・
佐
藤

雅（
鷹
巣
南
小
学
校
）／
入
選
・
山
下
梨
沙（
浦

田
小
学
校
）【
２
年
生
】特
選
・
工
藤
夕
奈（
綴

子
小
学
校
）／
特
選
・
庄
司
丞（
前
田
小
学

校
）／
入
選
・
畠
山
桜（
鷹
巣
小
学
校
）入
選
・

吉
田
勇
人（
鷹
巣
中
央
小
学
校
）／
入
選
・

佐
藤
宗
一
朗（
合
川
東
小
学
校
）／
入
選
・

土
濃
塚
悠
成（
合
川
南
小
学
校
） 

 


